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ヒトの顎下腺粘液性終末郁の分布に関ナる研究
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緒 言

ヒトの領下線は策調主役線細胞と粘液性腺制胞とより

なる君主合腺である。このさいに，紡液i生細胞はある程

度詳をなしかつ終末tlf，需品は幾液i生細胞で紹状い臨ま

れて娘三件}]をつくることが多t、 別種のWJ胞の数を比

較すると策液性総l飽が遥かに多く，この点は向係の混

合性唾液腺である'i5'下j僚と反対である。すなわち. ヒ

トの顎下.M!では袋詰主役終末岱;巧優勢であるこ と1:'務省

のこれまでの経験においても事笑であると信じている

が，果して粘液性終末百五が均等4二月車の中に分布してい

るや6ゃについては多大の疑問があったゆこの点に関

する文献は著者の知る限りではほとんどないよう日恩

われたので.この研究を企てたのである。

材料および研究方法

材料はとトで‘税手医科大学て学生実習のためもこ貯

蔵された;t!体4体よりi持た顎下線である。治体の"1'齢
i主43;.j'男， 55才男， 87才女および95才，Jで.!r.似の顎

下腺を用いた。治体よリ採取した材料(110%フ場バマ

リγで数日間湾問)Eした後に製のごと くパラ 7(/包

埋をして腺の長軌1こ飽郎二， J肢のlIIi端すなわられ、jf.rド

終に近トガから 12-15，u厚の主主絞鎖的i1;')片 なつく っ

た。 このように比較的;ニ思い切J~-としたのは幼切のと

きの切片の収絡をできるだけ避けて原形二近いものを

得たいからであった。ニれら切片の中から約 135炊な
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l .しは 160:&ごとに 1紋:の割で，すなわちある切片と

1>;'の切片との間隔が2Mになるように 1枚ずつ切月々

選びtH して， 慎重に吸いながら HE染色を施しパJ~ サ

ムで封入して探本を光成したs

i}.，:にこれらの桜本を目主張つきの十字必敏物t1Lのある

lffl微鏡に決着し桜限レンズ10λ.対物 L ンズ10を用い

て観察した。様本は2Mの間隔で全面を巡査L.かっ

定貸lム当つては2M間隔ごとにニコン AFO顕微鏡写

真機影うをi震を用いて金説世?を鈴影した。すなわち，会

腐を 2l1UJ11制限の正方形に分割して，その中心部省ピ綴影

したこと Lなる。ニのとき写真に収められた組織片の

大きさはO.71mmxO.5mである。

ょの写真を引l申告告にかけて. その lコマを B5半1J白

紙に投影しj段君主性と給液伎の験終 K~f，と湾管の輸/ií1i図

を色彩別に総いたが. このと主将にj涼の終末f侃の筏界

を明示するように心がけた。 ニれらの総臣官凶を資料と

して終末脅1:の数 r決液性終51<湖iと粘世主性終51ミ古f，の切片
i 二おける i自ij~j:七を計測したが. ii面積比の計測のために

は無作為iこ袖出した波野で燦液性終氷部および給液i生

終末剖;の輪廓鋼会白紙に描写し ζれらを欽で切り主主

いてId，j主主の終.ki;t;の総.íf!:訟をf'P~L. ニれを対比する

、ニとによリ，終末沼;J(罰当りの重盛比を戒め， ニれ会

lui駁i七と人な Lた。なお，今回の研究でl主総Hs図を鎗

<;二当って， f，お液i幸一終末沼~ ~こ は l .わゆる典型的のも

の.寸なわち細胞質が8月調を呈しても主主の球形な一見

中倒的の彩のものおよび~縦したものは除外し核は
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次

れる俣野 (MF)における粘液性終末都の1視野当りの

平均値 M/TF，M/r.在Fを計算したところ褒3のよう

になった3

畠事寺尾

比較的周平で，細胞質が明調を呈するもののみに限局

した。なお， B5 ~司l白紙に織かれた音1'.成を以下の記述

では仮りに「視野Jと呼ぶこと与する。

表 3 粘絞性終対〈部lの数およびその全視野と粘液

i生終末昔f，を含む視野における平均値

(43才努)

研究成績

各後倹材料.8lJの切片数と撮影した波野の数 (TF)お

よびそれらの波野のうち粕液i生終京都の含まれている

もの与数 (MF)ならびにその TFtこ対する百分率は表

lに示すごとくである。
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ζ の茨で切らかなように視野中の結液性終末部の数

は群により相当に変動し，対全視野での 1復野当りの

平均値でも!n1V.c字で数{憶が最大であり，同傑に粘液位

終末gsのみられる鍵野での1後聖子における数値もこの

君事が最大である.数値は腺の前錨では最小て漸次後方

に向うに従って大きくなり，後績では多少数飽が減少

している。

さらに}歩進めて， 1 1見野中にみられる粘液検終末

部の数により.新液i生終末淘lの含まれる波野 (MF)を

3階級に分けてみた。すなわち 1視野小に粘汲性終末

部lが21以上みられる MFをA級，同じく 11以上20以下

のものをB級， 10以下のものをC級と名づけて分鎖し

たが，次茨のごとく A級と B級とを合せたもの.すな

わち 1視野中に11個以上という比較的に粘液性終末部

の多く見られる波野 (A+B)が.粘液住終末古都を含

むすべての視野伶fF)のうちで.どの切片野に多く見

られるかを知るために (A+B)!MF値を求めると茨4

となる。

材料 切片数 TF MF MF/T F 

一一一一一一ー 一一一一一一一」札
43才努 17 お8 165 63.9~ 

55才努 19 392 23 S. 8% 

87才女 17 斜3 5 1.5% 

95才男 15 19131.6%  

こ与に示したように43才男に比して他のものは給液

i生終末吉容を含む視野が非常に少ないので，先ず43才男

における17-tJcの切片を腺の正中級に近い繍〈以下前端

と呼ぶ)より数えて第 I群(切片 1"""")，第UH切
片5.....7)，ml群〈切片8-11). ti~ lV~下 (切片12-

14)， 1!IlV 1:宇〈切片時-17)の5:1:手伝分ち.各鮮にお

ける TF，MFおよび筒名・の比E絡をjfo;すと表2とな

る。

全被倹例の視野総数.粘液性終末吉f，を含む

従里子の数とそれらの比$

習慣 1 

波野総数， J布君主性終末認を含む波野の~お

よびその比率 (43才 男)

表 2

表 4 粘液性終予医者Bを含む視野のうち，多数の問

終末笥lを含むものL比率 (43才男〉
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このよう.に粕君主也事冬米i鳴を多数合む視野は線の前鋤

より後方へ行く iこしたがって漸治することが示され

t.:..。

信州医誌 Vol. 23 

災2でみると.MF/TFすなわち粘汲.伐終末認を含

む波野の鮎る比率は切魚wすなわち駒市繍

〈以下後織と呼ぶ〉に近いところが高い他を示し.次

いで前泌がやL高い億を示すほかは大体におレて大き

L、変革1)はなt、。ゆえに給調貫性終京都が促野に出現する

me:は践の後端に近い都分に多く.削指にもや』多い

ほかはほ.1:均等に腺の各所~，こ見えるといえる。 しか

し.粘液他終末古都 (M)の数を考rf.に入れて同織の切

片併について全部の視野 (TF)，粕百貫性終末部の含ま
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平均値 ωI/MF)は践の前端より後方に向うに従って

数値がF脅し.後端ではかえって減少してレることは裂

に示した43才男と金〈同様である。すなわち，43才男

の数値と比較して M/TF値は55才の男では約 1/17で

はあるが，M/MFすなわち.粘液性終末都の俣野に

おけるこの終末部の平均値は43才男のそれと金く同じ

傾向を示している。

87才女および95才努についての計卸値は妥8および

事長9に示すとおりであるが.95才男の第 E切片野がや

ヒトの按下線給君主役終末部の分布に関する研究

次に43才努の材料によって粘液役終末銘と凝液俊終

末吉f，との面積比〈平均値〉を知るために行なった蛤居者

図を切敏いたものL秤量の絡泉は妥5に示すごとくで

あって.lti:量比は 1:2.2であった。ニれはI面積比と

考えてよL、。
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表 7Ili液t1終末部の数およびその全復野と給液

性終末笥:を含む後野における平均値
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以上の計測のほかに.般の周間部と中心部との間の

粘波・1生終末都の数の差についても検討を加えるため

に.43才男.55才男の顎下臓の表面より 2l17liまでに属

すると思われる視野と同じく表面より 4..以上深層に

あると恩われる波野のすべてについて.粘液性終末都

のfl(M)を上記の検査した1t野のtt(TF)同じく粘

液位終末部を含む鏡野の (MF)数て激したと ζ ろ，表

61こ示すように両者の問に大なる差は認められなかっ

t~ 87才女.95才男では粘液位終末罰事の数が極織に少

ないので，この種の計算は行なわなかった。 雪量 8粘液位終末昔f~の数およびその全視野と粘液

{主事冬米怖を含むt見野における平均値

(87才女〉腺の表層部と深部で各般の比叡が類似する

ことを示す表

TF恥w

事担 6 

M/MF M/TF M 切片意字

o 0 

o 0 

o 0 

0.19 6.0 

0.38 6.0 

0.09 6.0 

r 0 

1 0 
• 0 

W 12 

V 18 

2十 30

M M/TF M/MF MF /TF 

61.4% 

臼.2%

6.3% 

6.5% 

43才I表局部 114 70 1110 9.74 15.86 

男 l深部 67 43ω69.9.J 15.49 

55才[褒熔部忽3 14 135 0.61 9.64 

男 lt察官s 169 11 93 0.55 8.45 

型建 9 純i自主性終末-811の数およびその金持t野と紡液

性終末官官を含む促野における平均(~

(95才 9))

M/TF 
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次に55才男についても切片を 5鮮に分けて炎 2と問

機の計算宏すなったところ， MF/TFすなわち会後野

のうち， 給液性終末部の出現する比$は金平均値5.9

%はであるが.前端がf置も低い舗を示し (1.9%).

順次治加して2.4%. 6.5% となり.第W 1:字h~ft高値

(9.4%)となり第E群がこれに次いだ (7.3%)。さら

に茨3と問後の計算を行なうと表7のようになっt.:.。

この結集は表3とよく似た傾向を示すものであっ

て.粘程貫性終末窃1を含んでいる鋭聖子力t出現する比率

(MF/TF)は前例とは異なり腺の前織では少ないが.

腺の後織に近いmlY君事に多いことは前例と|司織であ

る。しかしl鏡野の中にみられる粘君主役終末部の数の

NO.4， 1975 



尾符 白 次

表10 í:1'i検例のf占~tI:終おお政の l 担野中の

平均{怠
一一← 」ーー
切Jt!i(. ~:i才到 55才!~ 87才ム 95才11

一一-一 一
時.2¥1 O. ).1 。 (J 

，.制7 0.18 11 0.15 

E !:J.62 υ.日5 (1 。
n lfi.IO 1.2吊 ()， 1引 11.1)7 

y 10.58 O. :l~ t1.:lS !J 

L高い飽毛~;r.，以外1;t-~lJ)'~傾向としては1: 2 例と背

馳する傾向jを示すものではなb・ったコ t:ゴ.これらの

放百九でfií液性終末占cの1/J.lI~異常なほどに少ないことが

目立ってしる.

tu:の決型的な十占液t1ft:l:詞;の'/1.の計測l二/JIIえて.

ー舵的のIII位保の綬~Iニオ乱、て気づいた4ニとは.55才

男で:i~!液t邸宅京都の細胞と似て局;形め骸をlilちなが

ら絢11胞(i:は切符を~L. 時には量:~r.副主の続をhlするも

のが11指令見られた、ニとであるb しかしこのものル~!R L 

て噌攻自主役なのか.あるいは紡絞i生のものなのかは

HE ":色標本では総認できなかった。 Si;.!'，95才の高

信~1íて:.'tTH政住終=J;郊のjほ鉱〕したものと思われるもの

から..iU納bち:.:j皮にi並行して--JU.'jfrHl軌n1r二~ælt し

たものまでのffi々 の「ぷ告のもめが見られた以外:ニ.日常

のì.1~の非常な肥大とJl'tJmf/.特段f(Jであった L かし

ζItらの治会't-t綜.45認の肥大{工見られず.訟の的加

もないようであった。

しかし4ニれらの務管i:'ついてのHiil:は行なわなかっ

たから.そのIIIJ確な榊加1"')程度については G'I'Jであ

る。

なお.閃2では"ンベij:の法潤が認められるhらこ

のようなft.-!.ð';lJ的でtないが程度なもの111苛告に~

られた 87十Jxでも粍l交のむのが認められt:...

考 耳障

以上限られたる例の成績より.ヒトの顎下院!におけ

る防波依終;!:{;J:の波野に1ちらh! る級度 lll'~を前 iをに-5 吊l.二分けた1勢合.)lli!のlifm~でもや~~いふともある

としても. .~，-I j;nすなわちni!の後端i二子 k近いあ分iニ
タい二とはほど切らかと思bjlる.また，結成位n京

都の含まれる校野で l波野;二.Q.られる限符!:-.'"it(結被

性〕の放は各肉ともに[?j じ <m~ 沼lI~{Z~で.防相ヵ:

赦低である.すた bt~ ・ II';!の削減ではðmにfr'íìl皮i生終

末拘;が問.れるとしても.その&~rよ少数であるζ とが多

いが.後)Jへ行〈にしたかって l校野中ιQらJlるお

23.1 

波{1終友部のもえをt慢して.・τ.践の後場i二近いとこる

または校犠てサ良部|百を示しも .Ooこの傾向は43才男

だけの計!J.ではあるが~.い?七明白に示されている.

・1:)才;さと5.';才93とな対比すると.前理~:U6liì性終吉:

占r.を含む~野の.5，:悦野に対するi七$では長老の約111音

であゐのに.~吉政住終;i:自の平均紋ではlï倍もの1さが

あるニιすなわち. 1 t見野にみら rLる結絞ttl~1~剖:

の1}:1I.ょ 1，少ないζ とについては. '67才y:.95才男で

ヰ'P!:i.!:の員立が儀却に少ないこと&考色合せて:lj:.fd的の

li!図が大いに考慮されゐべきであゐうと考えている

t~j;. 55才男でな'fli波中間盟ゅような終七部が存:Al

ていたことが.、ニの伯作てーの典型的1'li1ti.也終:t郊のふ

少に問If.h~あることえ・Jtえられ.ζの1..1.での個fLE去も

否定できない またζ のf花ては結液11=1刊;{lj;の返信徒!
は高f晴言者のよう:ニ11飯事て1えなb・ったが. ニのよう

な1(O量b的原図による隠の忍絡が終，!:iitの訟の民少のw
悶のー勺になっているいっと~・えてレる ， 87才女とH5

:t f)}のめi従11終 l:~i:のはの縦繍に少ないこと(主鱈 1、訟

も原因のーっとして{~ま 11 るとしても. ;I'~ f.i:~のための

粘液也:HI誌m:の疋~1J"Jf!lんt:..，ニとに大きいI'i!'図がある

ものξぢ・える。十なわち1:止 L て~:J!Íl(l'.，，~，\'4によるも

のとp.える。

mfドpr.堵ーでは Ui泌11"終: 1:品:め呉常な~~少のIまか11.

i1J管め肥大‘嶋崎tω~.I1iI告であるように感じられf匂 L

かU4!条認は肥大もなくltl摘もないJ;11:~.われる。
ヒトの間下段fH却の1立;二関する研司¥:It非常に少な

ぐねずかにJ.I.ml)の1ilf'Il!があるの)<.である。黒沢11

は8(仰についてのおr党の中でm下似のWiR'd'Þ.終末吉~:の

荷積について触れているe 黒沢"はヒトめ媛君主守主主:

-100倍のJit宍;三役臨してその中心部 1甥平方宣伝cr:1こ

hbtllされたi別個所について紙1:1二!I1i写するよとによ

1)れ:I:;í~のIfmmじな~I 測している" ， II~J 倍E応大を寸る

ためι持|良Lγて10".幻物:γズIU;二よるとすると

そのときの l慢野!二内切する正方形めiiiiiW l!'J 10:ぉω
!，'Zとなる.これは;?t，:li・のtらべた1).71r:: >( O. 5:z置の蔚

債のめ(l.~倍i二当る> P.Jjf{ Il Lt.向野の中心部:の)<.を叙

照Lているから司 さらに(Ìûb1r1 .í)~l ・はずである" m 
F刊の悦京ItlB官.の 100例所であるのl二刻L'答者Itns!

の各ía:守に均等に分倣uご~)(l-ぷI(J泊所主・!会索 Lたの

であるから. r~ntのF高官躍をにおしても比較にならない

もめとはむするρ たロl!r.沢II めあげた~Hl調節では.

!Mt，fj:終末却の切Jl'I': ・，!iめ心面îf{lの比:~f;:f J:.右側の顎

ド践でな最低 2.G:'". /.z，r:j 22. 2九.友仰の現下fl!マ:1

n低 5.9f;.nr..s :).1. 7!oであったから-i-Jtぞれ8.5

B列lffiru ¥'01. 2;; 



ヒl・の';'11ド1I主仇伐i主幹 h'3;の分内i，ニ1対寸~fiJf 記

関 1 典型的な紡被11 句~ ，. 

(-13才リ，. H E. 120) 

包 2 iq.管の肥大と lrí~

"γパ球の後初IJ~認めら!l

る。

(95.f 11). 11. E. . 1201 

図 3 謂'itの杷たとIViは
11 "/'、fj1η授ill'1l1少ない

195.f "，. 11. E.、]20)
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尾 持 畠次

倍.3.5倦の差iI;示されてレた. なお，同一個体でも

必ずしも左右の数値が似ていないものもあった.典型

的な粘液性終末音ちの数についての億人差の存在は著者

の今回の少数例による研究でも認められるべきである

と怒っている.なお.m沢は給君主性終末音容の腺の内部

における分布については一切触れていなL、.

さて.11曹の終末部の切片における大きさ〈而積〉

は著者の計測の結果では!旋君主性終末ffilと腺半月を含め

ての粘液怯終末部との比は平均 l::乙2であった。ま

た祭液性終末吉Sはこのものだけが見られる視野では1

復野につき平均 110僧を算えたから.箱詰rct主終3友銀tが

0.71_xO.511R1の都島まの半分を占めるのは. ニの終末

官官が25個のときであるはずである。ゆえに粘液他終末

音Mt25例以上あれば視野の半分以上が粕誕生'性終末部で

占められることムなる。

腺の退L績については Rauch3)によると.脂肪変色の

ように萎縮するといわれるが，著者も87才と95才の個

体においてi司僚の所見に援している。丸山と淀"は顎

下線の間賞部が年齢とともに噌加しこれに反して実

質古都が減ると述べ，その中で結合組織が腺房細胞幹を

とり図んでb質調直し，腺房細胞鮮が烏状を呈する像は去

年者では少ないが. 40才を紹えるとその程度も空白くな

るといっている，この所JLI主導管を実質とみなしてい

る著者の高齢者における所見とは必ずしも一致しない

ようであるが.丸山と績"が11'管を含めての絡会鋲織

を間賞音容と指しているとすれば所見はるる製度一致す

る。たX し.二の点についての丸山と縫の説明はなく

写真もないので不明である。なお，丸山と堤2)は導管

の増殖.肥大については触れてL‘なl.。

リンバ~浸潤により示された慢性炎症がìJJ管の肥大

と無関係であるとも考えなL、が.この浸測の見られな

い部位でも導管の肥大は存在しているのであるから，

今回見られた通事管の肥大は加齢にも関係しているもの

と考えている。

以上のごと く著者の今回の研究は従来訴みられず.

触れられなかった顎下腺における鈷百貨性終末告書の分布

につき新らしい知見を加支得たものと信じる。

S車検

1. ヒトの顎下線の粘波性終末部の数は般の前縫

〈体正中織に近い繍〉では少なく.後方に行くに従っ

て数を憎し.1燥の後端(下顎角に近い端)またはそれ

に近い部位て疲高に達する。

2.腺のm辺部と中心部とでは終末部の数に大量iH1
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ない。

3.高齢者では粘液性終末都の数が鎖理事に減少す

る。

4. 高齢者では験場管の顕著な肥大と治加がみられ

るように感じられたが.線条留には著変はないようで

ある.

w 緋

本研究のための資料採取に使笈を与えられた岩
手医科大学医学部山内昭錐教授に感謝し.また綴

'*の作製，写真織彫に絶大なる脇カを勝った同歯

学部高木知道助~~受.斉藤博学士.安蘇綾子学士
および広図万貧子氏に深謝する。

本諭文の要旨はgfm団自歯科基礎医学会および2お
お@長野県医学会において発表した。
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